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2021 年度 授業概要　

科目名 小児科学

【授業の目的・ねらい】
子どもが直面している課題に、リハビリテーションの技術を習得しながら、子ども・家族への配慮・共感・支援を行う為に、小
児に関する疾患を学ぶ。

【実務者経験】

【授業全体の内容の概要】
小児科の基本的な疾患を学ぶと共に、作業療法士が遭遇しやすい発達障害・運動障害疾患を中心に学習する。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
課題提出　レポート提出　試験

講義内容 準備物(教材)

小児の発育発達、正常発達、新生児マススクリーニング、新生児仮死(アプガースコア）予
防接種、救急法

プリント

てんかんとけいれんの違い、新生児の全身所見、新生児未熟児疾患 プリント

進行性筋ジストロフィー、腎疾患、小児糖尿病、先天性異常 プリント

中枢神経疾患(二分脊椎） プリント

中枢神経疾患(脳性まひ） プリント

中枢神経疾患(脳性まひ） プリント

発達障害、自閉症、ADHD,知的障害 プリント

循環器疾患、重症心身障がい児 プリント

定期筆記試験

【使用教科書・教材・参考書】
標準シリーズ小児科学（医学書院）

【準備学習・時間外学習】

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は定期筆記試験を100点とする。
60点以上の場合に科目を認定する。


